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語
文
　
第
百
二
輯

平
成
二
十
六（
二
〇
一
四
）
年
六
月
二
十
五
日
　
印
刷

平
成
二
十
六（
二
〇
一
四
）
年
六
月
三
十
日
　
発
行

大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会

代
表
　
出
原
隆
俊
　

振
替
口
座
〇
〇
九
四
〇
│
四
│
二
四
六
四
一

電
話
　
〇
六
│
六
八
五
〇
│
五
一
一
一

大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

　
　
　
　
　
　
日
本
文
学
・
国
語
学
研
究
室

大
阪
府
豊
中
市
待
兼
山
町
一
│
五

印
　
刷
　
亜
細
亜
印
刷
株
式
会
社

編
集
・

発
行
者

〒
560─
8532

編
　集
　後
　記

　百
輯
記
念
号
と
い
う
一
里
塚
を
越
え
、
今
号
は
新
た
な
旅
程
へ
の
第
一
歩

と
な
り
ま
し
た
。
百
五
十
輯
、
二
百
輯
の
発
行
さ
れ
る
と
き
、
い
っ
た
い
『
語

文
』
は
ど
う
い
う
形
態
・
内
容
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
そ
も

そ
も
文
学
研
究
科
、
更
に
は
日
本
の
大
学
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
、
皆
目

想
像
の
付
か
な
い
現
今
の
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
に
出
来
る
の
は

た
だ
実
直
に
研
究
の
歩
み
を
続
け
る
こ
と
だ
け
で
す
。
今
号
掲
載
の
「
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
報
告
」
は
、
そ
の
た
め
の
貴
重
な
道
し
る
べ
に
な
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
の
言
葉
、「
芸
術
は
長
し
、
人
生
は
短
し
（A

rs 
longa, vita brevis.

）」の
通
り
、良
い
研
究
論
文
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
限
り
、

世
の
中
が
ど
う
変
わ
っ
て
も
『
語
文
』
の
命
は
続
く
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　と
こ
ろ
で
、
こ
の
言
葉
、
本
当
は
誤
訳
で
、
正
し
く
は
「
医
術
修
得
の
道

の
り
は
長
く
、
人
生
は
短
い
」
と
い
う
意
味
な
の
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
こ

れ
で
ま
た
、
私
た
ち
研
究
の
世
界
に
生
き
る
人
間
に
は
深
く
響
く
も
の
が
あ

り
ま
す
。
特
に
、
年
度
初
め
の
、
新
た
な
研
究
へ
の
希
望
と
気
力
が
も
っ
と

も
漲
っ
て
い
る
べ
き
時
期
に
、
院
生
が
み
な
書
類
作
成
に
忙
殺
さ
れ
て
い
る

現
状
を
見
て
、
つ
く
づ
く
こ
の
言
葉
の
重
み
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。

　些
か
暗
い
こ
と
を
書
き
ま
し
た
が
、
こ
の
節
目
の
時
、
日
本
文
学
・
国
語

学
専
修
に
斎
藤
理
生
先
生
を
新
た
に
お
迎
え
出
来
た
の
は
、
こ
の
上
な
く
嬉

し
い
こ
と
で
す
。
卒
業
生
で
あ
る
斎
藤
先
生
の
朗
ら
か
な
お
人
柄
が
、
研
究

室
の
明
度
を
何
ル
ク
ス
か
上
げ
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

（
矢
田

　勉
）

前
号
目
次

　
　百
輯
記
念
号

西
山
宗
因
と
伊
勢
松
坂 

島
津
　
忠
夫

大
江
匡
衡
と
『
文
選
』 

後
藤
　
昭
雄

十
一
世
紀
中
頃
に
お
け
る
平
仮
名
字
体

　―

実
用
的
資
料
と
美
的
資
料
と
の
連
関
に
つ
い
て―

 

矢
田
　
　
勉

佐
太
大
神
条
を
め
ぐ
っ
て

　―

『
出
雲
國
風
土
記
』
の
成
書
過
程
の
一
考
察―

 

廣
岡
　
義
隆

文
法
化
と
認
知
的
視
点 

玉
村
　
禎
郎

早
離
・
速
離
（
観
音
・
勢
至
）
の
菩
薩
行

　―

初
期
本
地
物
を
考
え
る
た
め
に―

 

箕
浦
　
尚
美

〈
予
覚
〉
す
る
夢
に
託
さ
れ
た
女
性
像

　―

谷
崎
潤
一
郎
『
母
を
恋
ふ
る
記
』
を
め
ぐ
っ
て―

 

張
　
　
麗
静

『
平
治
物
語
』
に
お
け
る
常
葉

　―

母
子
救
済
の
様
相
を
め
ぐ
っ
て―

 

ル
ー
ン
ピ
ロ
ム
・
カ
ナ
パ
ッ
ト

ト
ニ
カ
ク
の
語
史―

複
合
辞
用
法
の
成
立
過
程―

 

清
田
　
朗
裕

「
執
心
」
へ
の
対
処
を
め
ぐ
る
物
語

　―

『
新
可
笑
記
』
巻
四
の
一
「
舟
路
の
難
義
」
考―

 

仲
　
　
沙
織

〔
資
料
紹
介
〕「
春
日
楽
書
」
断
簡
二
葉
に
つ
い
て 

中
原
　
香
苗

換
喩
も
ど
き
の
指
示
性
に
つ
い
て 

大
田
垣
　
仁

卒
修
了
生
か
ら
の
寄
稿

松
原
秀
江
・
片
岡
利
博
・
堤
和
博
・
斎
藤
理
生
・
李
育
娟
・

朴
美
賢
・
高
兵
兵

紹
介
　
後
藤
昭
雄
著
『
本
朝
漢
詩
文
資
料
論
』 

宮
川
　
真
弥

紹
介
　
矢
田
勉
著
『
国
語
文
字
・
表
記
史
の
研
究
』 

深
澤
　
　
愛

紹
介
　
岩
坪
健
著
『
源
氏
物
語
の
享
受
　
注
釈
・
梗
概
・
絵
画
・
華
道
』

 

松
本
　
　
大

紹
介
　
福
田
安
典
著
『
平
賀
源
内
の
研
究
　
大
坂
篇―

源
内
と
上
方

学
界―

』 

有
澤
　
知
世

紹
介
　
斎
藤
理
生
著
『
太
宰
治
の
小
説
の
〈
笑
い
〉』 

川
那
邉
依
奈

紹
介
　
信
多
純
一
著
『
現
代
語
訳
　
完
本
浄
瑠
璃
物
語
』

 

山
中
　
晋
也

紹
介
　
飯
倉
洋
一
著
『
上
田
秋
成
　
絆
と
し
て
の
文
芸
』

 

中
井
　
陽
一

紹
介
　
四
元
弥
寿
著
　
飯
倉
洋
一
・
柏
木
隆
雄
・
山
本
和
明
・
山
本

は
る
み
・
四
元
大
計
視
編
『
な
に
わ
古
書
肆
　
鹿
田
松
雲
堂
　
五

代
の
あ
ゆ
み
』 

村
岡
　
　
聖

紹
介
　
出
原
隆
俊
・
小
林
幸
夫
注
釈
『
鷗
外
近
代
小
説
集 

第
五
巻
』

 

西
尾
　
元
伸

紹
介
　
根
ヶ
山
徹
・
尾
崎
千
佳
編
『
山
口
大
学
所
蔵
和
漢
古
典
籍
分

類
目
録
』 

飯
倉
　
洋
一

紹
介
　
高
山
善
行
・
青
木
博
史
・
福
田
嘉
一
郎
〔
編
〕『
日
本
語
文

法
史
研
究
１
』 

坂
井
　
美
日

紹
介
　
茅
島
篤
編
著
『
日
本
語
表
記
の
新
地
平―

漢
字
の
未
来
・
ロ
ー

マ
字
の
可
能
性―

』 

久
田
　
行
雄

平
成
二
四
年
度
卒
業
論
文
・
修
士
論
文
・
博
士
論
文
（
課
程
）
題
目

平
成
二
四
年
度
受
贈
図
書
　
平
成
二
五
年
度
講
義
題
目

彙
報




